
マスク「外す場面増やした」47％ 男女で差 毎日新聞世論調査 
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17、18日実施の毎日新聞全国世論調査で新型コロナウイルス対策のマスク着用について

聞いたところ、「外す場面を増やした」が 47％で、5月の前回調査（45％）から 2ポイン

ト上昇した。「着用を続けている」は 5月から 3ポイント下落の 48％で、同様の質問を始

めた 3月以降、初めて 5割を切った。 

 「もともとマスクはしていない」は 4％（前回 3％）だった。女性は「着用を続けてい

る」が 6割に上る一方、男性は「外す場面を増やした」が 5割を占め、男女で対応に違い

が出た。年代別では「外す場面を増やした」が 18～29歳の 8割、30、40代の 6割を占め

た。60代の 5割、70歳以上の 7割は「着用を続けている」とした。 

 政府は 3月 13日、それまで屋外は原則不要、屋内は距離が確保できる場合などを除き

着用を求めていたマスクのルールについて、屋内か屋外かを問わず「個人の判断が基本」

とする方針に改めた。その直後の 18、19日に行った 3月調査では「着用を続けている」

との回答が 68％を占め、「外す場面を増やした」（30％）の 2倍超に上ったが、「着用を続

けている」と「外す場面を増やした」の比率差は 4月調査では 63％対 34％、5月調査で

51％対 45％と月を追うごとに詰まっている。【小田中大】 

外出時は「ポケットにマスクを」 尾身茂会長、マスク緩和後も 

外出する時は「ちょっとめんどくさいけど、ポケットにマスクを入れて」――。政府の新

型コロナウイルス感染症対策を議論する基本的対処方針分科会の尾身茂会長は 2月 10日

に記者会見し、マスク着用ルールが緩和された後も、混雑した場所などに備えてマスクを

持ち歩くことが望ましい、との考えを示した。 


